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対象業務の現状と取組み 

実証実験・業務シナリオ（TO-BE)・成果 

プレゼン：3月10日 A会場 10:00～ 計画と実績の連携とスピード経営 

現状：生産ラインの管理が人作業のため、実態把握や最適化に時間を要し、特急オー 

    ダーなどの動的変化への対応が難しく、工程に余裕を持たざるを得ない 

取組み：IoTを活用し人・物のデータをリアルタイム収集や、動的管理シミュレーションで 

     タイムリーに計画の変更を行うことで、短リードタイムの生産維持が可能となる。 

IoTによる生産実績データ収集と生産シミュレータの適用により、サプライチェーンの
動的な管理を実証。差立時間短縮、組立生産性向上、リードタイム短縮が図れた。  

生産指示 
電子掲示板で指示 

成果 
①差立時間 :1/5 
②組立生産性 :10%UP 
③リードタイム :1/3 

実績収集 
バーコードリーダ、ビーコンを利用 

動的に生産計画の
最適化を算出 

進捗の可視化 

作業実績の
自動収集 

ツール・検査機稼働状況 


